
平成２３年 ６月 １０日

各 位

連携排砂実施機関

国土交通省北陸地方整備局

関西電力株式会社北陸支社

平成 23年度 出し平ダムの目標排砂量の確定について

 標記につきましては、今般、５月１０日の出水により、出し平ダムにおける流入量が５０７．９㎥／ｓに達

したことから、再度、５月２４日から２６日にかけて堆積土砂量を測量した結果、下記のとおり平成２３年度

の目標排砂量が確定いたしましたので、ご報告いたします。

記

１．出し平ダムの平成２３年度目標排砂量

第30回黒部川土砂管理協議会

(H23.5.27)で報告した暫定値

5月24日から26日にかけての

測量で確認された堆積土砂量
確 定 値

目標排砂量 約２５万m3 ＋約２０万m3 約４５万m3

想定変動範囲 約２０万m3～約３１万m3 － 約３６万m3～約４８万m3

２．出し平ダム排砂時の自然流下時間

目標排砂量の確定により、再度、出し平ダムの自然流下時間をシミュレーションした結果、当初計画の

自然流下時間(１２時間以内)に変更はありません。

以 上

（添付資料）

・ 平成２３年度連携排砂前の出し平ダム堆砂形状（平成 23年 5月）

・ 平成２３年度出し平ダム排砂予測(自然流下を継続した場合の排砂量･時間)

・ 出し平ダムにおける過去の実績排砂量

（本件に関するお問い合わせ先）

国土交通省北陸地方整備局 黒部河川事務所

土砂管理課 山田 ℡ 0765-52-1122（代表）

関西電力㈱北陸支社 総務・広報グループ

村山、入船 ℡ 076-432-6111（代表）
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平成２３年度連携排砂前の出し平ダム堆砂形状（平成23年5月時点）

№１８測線№６測線№１測線

S59.12河床高
（元河床）

黒二放水口

新黒二放水口
目黒橋

排砂ゲート敷
EL300.0

(最深河床)

目標排砂量 約45万㎥（平成22年7月～平成23年5月の堆砂量)
  想定変動範囲 約36万㎥ ～ 約48万㎥

H22.7河床高
（試験通砂後）

H23.5河床高
（排砂前）

H21.7（通砂後）
～H22.5 +約14万m

3

H22.5
～H22排砂後

▲約16万m
3

(想定変動範囲約8万m
3
～約18万m

3
)

H22排砂後
～H22試験通砂後 ▲約5万m

3

H22試験通砂後
～H23.5 +約45万m

3

土砂変動量
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250m3/s～300m3/sモデル

300m3/s～480m3/sモデル

480m3/s～1000m3/sモデル

1000m3/s以上（モデル）

884m3/s（S60波形）

1555m3/s(H7.7)

2615m3/s(S44.8)

排
砂
量

自然流下時間(Hr.)

（103m3)

●河床条件
平成23年5月出水後河床
●検討モデル
実測波形およびモデル波形

平成23年度 出し平ダム排砂予測（自然流下を継続した場合の排砂量・時間）
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3
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3
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480m3/s～1000m3/sモデル

1000m3/s以上モデル

884m
3
/s（S60.7波形)

1555m
3
/s（H7.7波形)

2615m
3
/s（S44.8波形)

目標排砂量：約45万m
3

（平成22年試験通砂後～5月）

排砂時間 １２時間以内

自然流下開始
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排
砂
量

自然流下時間(Hr.)

（103m3)

●河床条件
平成23年5月出水後河床
●検討モデル
洪水モデル波形

平成23年度 出し平ダム排砂予測（自然流下を継続した場合の排砂量・時間）

目標排砂量：約45万m3
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ケース①：給砂量が多い
（排砂量が小さくなるケース）

ケース②：給砂量が少ない
（排砂量が大きくなる）ケース

上流より流入してくる土砂のうちSS成分の変動範囲（出し平ダム上流（猫又））※2

自然流下時間：１２時間以内
排砂量の想定変動範囲：

約３６万㎥ ～ 約４８万㎥

（平成22年度試験通砂後～5月）

：従来の方法
：排砂量が小さくなるケース
：排砂量が大きくなるケース

自然流下開始

（備考）
※１ 平成10年～平成19年において、平均１回／年程度の頻度で発生している出水模様。

なお、1,000㎥/sクラス以上の大出水や、二山波形等の稀な出水は、対象としていない。
※２ 限られた範囲内ではあるが、過去より計測データが得られている、上流より流入してくる土砂のうちSS成分（粒径2mm以下）に着目して、排砂量の変動範囲を推定した。



平成23年度出し平ダム目標排砂量と過去の実績排砂量の比較

排砂の位置付 年 実績排砂量 累計排砂量

初回排砂 平成３年 46万m
3
46万m

3

試験排砂 平成６年 8万m
3

54万m
3

試験的排砂 平成７年７月 2万m
3

56万m
3

平成７年１０月 172万m
3
228万m

3

平成８年 80万m
3
308万m

3

平成９年 46万m
3
354万m

3

平成１０年 34万m
3
388万m

3

平成１１年 70万m
3
458万m

3

平成１２年 － 458万m
3

連携排砂 平成１３年 59万m
3
517万m

3

連携排砂 平成１４年 6万m
3

523万m
3

連携排砂 平成１５年 9万m
3

532万m
3

連携排砂・通砂 平成１６年 28万m
3
560万m

3

連携排砂・通砂 平成１７年 51万m
3
611万m

3

連携排砂 24万m
3
635万m

3

連携通砂 16万m
3

（河床変動量）
－

連携排砂 平成１９年 12万m
3
647万m

3

連携排砂 平成２０年 35万m
3
682万m

3

連携排砂 37万m
3
719万m

3

連携通砂 2万m
3

（河床変動量）
－

連携排砂 16万m
3
735万m

3

連携試験通砂 5万m
3

（河床変動量）
－

目標排砂量：約４５万m3

（平成22年7月～平成23年5月の堆砂量）

想定変動範囲：約３６万m3

～約４８万m3

平成２３年連携排砂

平成２２年

平成１８年

緊急排砂

排 砂

平成２１年
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過去平均排砂量

約４１万ｍ3

45
36 48

※過去平均排砂量＝過去の排砂量／過去の排砂回数
なお、過去の排砂量には通砂時の河床変動量は含まない。


